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戦
後
五
十
八
年
経
っ
た
今
で
も
、
忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
当
時
の
日
本
の
軍
部
が
ア

ジ
ア
侵
略
を
企
て
、
多
く
の
同
胞
を
、
ま
る
で
犬
か
猫
の
よ
う
に
扱
っ
た
数
々
の
事
件
で
あ
る
。

敗
戦
の
年
の
三
月
。
東
京
生
ま
れ
で
、
東
京
育
ち
の
私
は
、
青
山
の
第
一
連
隊
に
入
営
す
る
予
定
だ
っ

た
が
、
空
襲
で
兵
舎
が
丸
焼
け
と
な
り
、
急
逮
、
六
三
部
隊
(
山
梨
在
)
に
居
候
入
営
し
た
。
後
で
聞
い

た
話
で
は
、
此
所
は
初
年
兵
の
取
り
扱
い
が
旭
川
部
隊
と
一
、
二
を
競
う
程
厳
し
い
所
と
の
こ
と
。

入
営
し
た
翌
朝
か
ら
手
荒
い
訓
練
が
始
ま
っ
た
。
何
の
理
由
が
無
く
て
も
、
古
兵
の
機
嫌
を
損
う
と
、

寄
っ
て
た
か
つ
て
罵
倒
さ
れ
た
。
あ
げ
く
の
果
て
は
兵
舎
の
入
り
口
に
正
装
で
立
た
さ
れ
、
一
晩
中
捧
げ

つ
つ
を
さ
せ
ら
れ
た
り
、
宿
舎
の
梁
に
押
し
上
げ
ら
れ
、
水
を
満
杯
に
し
た
バ
ケ
ツ
を
両
手
に
持
た
さ
れ

二
時
間
以
上
も
不
動
の
姿
勢
を
取
ら
さ
れ
る
な
ど
。
今
な
ら
、
早
速
マ
ス
コ
ミ
の
槍
玉
と
な
る
こ
と
間
違

い
な
い
。
こ
ん
な
生
活
が
一
カ
月
余
り
続
い
て
い
た
或
る
日
の
こ
と
。
突
然
、
初
年
兵
は
甲
府
駅
か
ら
貨

車
に
乗
せ
ら
れ
、
横
芝
駅
外
房
総
に
回
送
さ
れ
た
。
こ
れ
で
非
人
道
的
な
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
思
っ

た
の
も
束
の
問
、
今
度
は
来
る
日
も
来
る
日
も
海
岸
の
砂
浜
で
タ
コ
壷
掘
り
。
時
に
は
食
糧
調
達
の
た
め
、



近
く
の
田
園
や
山
に
行
く
。
食
糧
調
達
と
言
え
ば
聞
こ
え
が
良
い
が
、
実
は
食
糧
に
な
る
蛇
や
蛙
集
め
だ
。

も
っ
と
驚
い
た
の
は
、
小
銃
も
弾
も
満
足
に
無
い
た
め
、
軍
事
訓
練
が
申
し
訳
程
度
し
か
で
き
な
か
っ
た

こ
と
。
こ
ん
な
馬
鹿
げ
た
こ
と
何
時
ま
で
続
く
の
だ
ろ
う
。
神
様
の
こ
と
を
何
に
も
知
ら
な
か
っ
た
私
だ

っ
た
が
思
わ
ず
、
「
神
様
、
助
け
て
!
」
と
叫
ん
で
い
た
。

一
九
四
五
年
八
月
十
五
日
。
日
本
の
敗
戦
で
戦
争
は
終
わ
っ
た
。
早
速
除
隊
し
た
私
は
、
着
の
み
着
の

ま
ま
で
我
が
家
へ
向
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
家
は
丸
焼
け
、
人
伝
て
で
よ
う
や
く
新
丸
子
に
疎
開
し
て
い
た

家
族
に
再
会
。
新
し
い
生
活
が
始
ま
っ
た
。

二
十
三
年
後
。
真
の
救
い
主
イ
エ
ス
様
に
出
会
っ
た
私
は
八
月
に
洗
礼
を
受
け
、
神
の
家
族
に
加
え
て

頂
い
た
。
神
様
、
感
謝
し
ま
す
。

あかし文第2市.
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